
第 12 期 需要創出・啓発委員会 第 2 回 議事録 

 
開催日：2025 年 10 月 2 日（木）15：30～17：30 
会場：JBA 事務所 
 
出席者 
 
小杉委員⾧、小野副委員⾧、木原副委員⾧ 
事務所：高橋、河合、恋塚、林、井上、片岡、事務局 
WEB：保本、田中（章） 
欠席：茂木、田中（大） 
 
 
 
●  事務局報告（村本理事） 
 

 SBI 事業の計画に対し、実績に大きな乖離があった 。 
 下期は「ヘルスケア認定寝具」の申請拡大によって、乖離を補填していく予定 。 
 実施状況: 

o 8 月 7 日に認定試験を実施（65 名受験、45 名合格、合格率 75％） 。 
o 9 月 12 日に教育セミナーを開催（江戸川大学、117 名参加） 。 
o 11 月にもセミナーの開催を予定しており、早急に準備を進める 。 

 
 

●  第 12 期委員会の重点テーマ 
 

 2026 年 3 月までにヘルスケア認定寝具の申請アイテム拡大を図る 。 
 防災型寝具ガイドラインの策定準備を進める 。 
 既存事業小委員会を活用し、SBI 資格制度の質向上と活用促進を行い、「厚労省

認定」を目指す 。 
 
 

●  主な意見とアクションプラン 
 

 (1) SBI 資格制度の課題・改善: 
o 「厚労省認定を目指すには実技試験が必須」との意見が出た 。 
o 小委員会アクション: 実技試験導入の方向性を整理し、次回委員会で素

案を提示する（担当：髙橋委員） 。 
 (2) ヘルスケア認定寝具の拡大・差別化: 

o 「他社資格との差別化を明確にし、販売員向けの難易度設定も考慮すべ
き」 、「認知度の向上とエビデンスの重視が必要」 、「メーカー連携を
前提に、最終製品側からのニーズを吸い上げる体制が重要」 などの意見
が出た。 

o アクション: 会員企業の現場担当者へ SBI に関するアンケートを実施す
る（担当：事務局、11 月目処） 。 
 
 
 
 
 
 
 



 
 

●  今後の予定 
 

 次回開催: 来年 1 月中旬を予定 。 
 次回議題: 実技試験導入素案の検討、ヘルスケア寝具アンケート結果報告 。 
 提出資料（アンケート）: 「HC 認定寝具®」制度について所属企業の現場担当

の声を調査 。別紙参照 
 

提出期限: 2025 年 10 月 21 日（火）まで  
 
提出先：jba-report@jba.jp 

 
 
 
 

以上 
 


